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上第2基本F111なしんを h (W^Yi,niXs )
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TPMa2を 固定 ( , (Z1" 1 =2 )

TPM っ γ とて、 とつくる平面 をとする座 [ γを πと Mの交なる曲線'

1 .(=γ× 2 とする

γ= pt totfxipとか、

r= X (Uと4,
U(せ ) とかけるので2通 1 )で riirを Hはs

の reo = ptfoip = p , fix = 0
luい

② γ1 La=2+ftip=1it
m )2 =

④UnXi
,
fE01 = 0 .

③γ'と 0 =ftip =4
世UXitUIµ「 Xij.



m f0, =( f'とovp ,Np)
(L ,NP 1 ②

4ueu'
(

Xis,UP )

=

e
4udeUui his = h ( 2 , 2 ) .

よ,28 の曲率

K= [Hixr" , e3) = 〈 2 ×frp,-(>=
f(①=h ( 2.2 )

まとめると
⑪ ZETpMと 12 . γと 2かなす平面とµ のなす

曲線 の曲率 はん (212)= WiWihin とかける
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平均曲率≡0 なる 曲面を機極曲面う
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A(X 1=ffeegdu'du 2をXの面とする dƩ:dulri(
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f=〈 αε4

(* )ε: 0 , 87極小面面 ≤, δA=0 E)面積が植となる。
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Gous curvatae .
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Rp = TPµ×3 → TPM 11
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フェ Iルマーミュタイナー点、
⑪ 内角がすべて120 度]Y下の海ABC には

内にAptBPtCPを最、りになる長をもち

それは 下のようにつくら k る

D δ ADC , OHEBE A
O FCB E海として

(120
s

(200 AF と BDと EC の 交表
20.

B C
が P となる

(1200 になる点でも)
F



Pの OACDTOAEB , OBCF正消

⇒ δABD ≡ OAEC
D

(=辺+間の角 )
E ⇒ 円周角の 逆 より AEBP 日~内周

0 =) ∠ APB= 1200

3@ =) 同松 に CAPC=1201 C
= ) ← BPC= 1200

= ) ABPCも日一円目上にある ( 一n )

F .

=) ∠ FDC= ∠ FBC=60
o

⇒∠ APF=∠ APC+LCPF=180

ニ )一直せん



Pが ) D

A
Q

α

□ 3
B C C

OABC を考える
⇒AP=PQ, QD= PC

⇒ Ʃ ACD で正解に

1
= ) BPTAPtCP

なる Dをとる = BP+ PQtQD .

> BD
⇒ δAPQ で正いになる
Qをとる :

. Pは BDE にある
⇒ [ AQD ≡ DAPC 目特にして P は ACCE

上上あるので

(辺今回 つエいマーシュタイナ点かもとめるへ羨もの



応正四面体の場合の 石 けんまく

どの視点 からもシュタイナ点に
Y ヒ

Q
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…

なる必要がある
。

:
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ー
(最短になるから ?

ヘr 1

ん 重心 = シュタイナ品感
迷 正四面体 の場今は重心に

. h
」

ー かたよる



シュAナ- 木間題
(V / も ) とTCVA- 汁にい

あそられたグラフ重みっき なついて 、

っ

それらをすべてむす木をつくる
a ①

Jー) .最↓ のものをとう=…⑨
[

0
2～

由 T =√ のとき最 し、全体木 で
」し。

1 そのような 最小のものは
止

木し連結 で閉路をEない
fi ( クラスか 、 法

,プリム法 )→

2 i
2

L



下Λ いアがあればコっとりのそとことで最小なもるため
'木 でい点有する⇒辺 は h-I

@ について辺 が 2 =↓社ついているうつは 閉路をもっ

④⑧最長の 117をとる∞∞
Y Z

⇒ 点ににはもうすしのばせる Y2をっ =⇒辰市生暫

オ =⇒点 , deg ≤2. 上よりあきらか
よってあとはきのう法 点かさ 長

な
iok , U -Iz ' Oc として

婁 り = のとき 、 dy = 1 の点をとりのそりけば
0ーα

No 帰法よりえる 。



四点の江正方の四点を最観にむち
@

V 点 A .Au-はどこにあるか ?
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&J. .
毧

n= 2

4 th点 をむすんにグラつは閉路があってはけない( 小州術

=⇒ 4th ÷ ホ
=) 辺 は ht 3 =

一 1 .h 点 のには少なくとも点有 する
の9s⇒ Bss とでたうか小
⑨
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P は対角線上にある
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Pはここで長さ 2Rき
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.

^ 0 (2齢線線n1300 S T

1300
τ ( Q の ) 20

:

aR
1

1200J \ = ) ∠ASB = 1200
日 C

1

e D ST は 左①αうなにこにある
'

. I
/

0 (60 600

^

凸 “ OR I^.\ /

1600
^ I

B C

AS = BS =CT= DT = 馬 ST = ( -
3

= ) AStBStSTtDTtTc = - B
' t = 1tz

② n=2 のほうかみいか? ( t β=き



77. 2.

Y
ょ

こちはミュタイナー点を

すへ、
てかうみたもの 1


